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Incidence and Clinical Significance of  30・Day and 90-Day Rehospitali zation for Heart Failure 

Among Patients With Acute Decompensated Heart Failure in Japan- From the NARA-HF Study 

日本における非代償性急性心不全患者の30 日および90 日以内の心不全再入院の発生率

と臨床的意義： NARA-HF 研究より
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論文審査の要旨

本研究は NARA-HF 研究に登録された 1074 名を対象とする前向きコホート研究であ

り、心不全改善による退院後90 日以内の早期心不全再入院をした患者群では、 そうでな

い群に比べ全死亡及び心血管死亡のハザード比が有意に高 く、その独立した予測因子は

唯一性別 （男性）で、あった。心不全症候群は予後不良の病態であり、その予後を改善す

るための手段として、心不全による再入院の予測因子に介入し再入院、特に早期再入院

を予防することは重要である。 本研究ではこの予測因子と して心機能に関連する因子で

はなく唯一男性である事が指摘されたが、公聴会では男性が関与すると思われる心不全

増悪の要因について議論がなされた。 この点について申請者は、高齢の日本人男性は女

性と比較すると生活力が弱いことを指摘した。具体的には処方された内服薬のア ドヒア

ランスが不良、心臓リハビリが適切になされていない、地域や人とのかかわりが不得手

といったことが推測されるが、本研究ではこれらに対して科学的に検証できるまでには

至らなかった。今後これらの点に関して重要な新たな課題 として更に研究を展開してい

ただきたい。本研究は高齢化が進む中で最も多い循環器疾患の一つで、ある心不全に関す

る重要課題に関するものであり、博士（医学） の学位に相当するものであると評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環器病態制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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